
令和６年度「はままついじめアンケート」結果より

　令和６年度「はままついじめアンケート」の結果によると、
小学生の４１.３％、中学生の１６.２％の子供が「嫌だなぁ、
痛いなぁと思ったことがあった」と訴えています。



　大人の関りが薄いと感じている子供ほど、いじめが解決していないと
訴えています。子供たちの身近にいる先生や保護者が、積極的に声をかけたり、
子供の気持ちに寄り添って真剣に耳を傾けたりすることが、いじめの深刻化を
防ぐことにつながります。

令和６年度「はままついじめアンケート（小学４年生～中学３年生用）」結果より

※点数が高いほど、先生との接触頻度が多く、先生や保護者との関係が良いことを
　示しています。


